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ストーリーの構成文化財一覧表 

 

番号 
文化財の名称 

（※１） 

指定等の状況 

（※２） 

 

ストーリーの中の位置づけ（※３） 

 

文化財の所
在地（※４） 

飛騨工
ひだのたくみ

制度 

1 

石
いし

橋
ばし

廃
はい

寺
じ

塔
とう

心
しん

礎
そ

 

石橋廃寺跡出土品 

光
こう

寿
じゅ

庵
あん

跡 

光寿庵跡出土瓦 

市有形(考古資料) 

市有形(考古資料) 

市史跡 

県重文 

飛騨では 14箇寺以上と全国屈指の密

度で古代寺院が見つかっており、飛騨

工制度が成立する背景となった。国府

地区はその中でも特に多く見つかって

いる地区である。石橋廃寺や光寿庵跡

はその内の一つで、礎
そ

石
せき

が見つかって

いる。共に都で働く官人を描いた瓦が

出土しており、飛騨匠の都とのつなが

りを示す。 

 

2 
飛騨国分寺塔跡 

飛騨国分寺の大イチョウ  

国史跡 

国天然記念物 

古代の国分寺・国分尼寺は高山盆地に

建てられた。それぞれ礎石が現存する。

国分寺塔跡には七重塔が建っていた

が、建設の際、柱の寸法を間違った棟
とう

梁
りょう

に、娘が柱の上に枡
ます

組
ぐみ

を置くアイデ

アを教えたが、その秘密を守るために

娘は自ら命を絶ち、そこに墓標として

植えられたのが国分寺の大イチョウだ

という悲しい伝説が残されている。 

 

3 国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

金堂跡 市史跡 

飛騨国分尼寺は発掘によって礎
そ

石
せき

配置

が判明したが、奈良・唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

等と同

様、前一間を吹き放しとしている。こ

の構造をもつものは全国の国分寺・国

分尼寺のなかでここだけである。飛騨

工が都で培った知識・経験を発揮して

作った一例である。 

 

中世社寺建築群 

4 

安
あん

国
こく

寺
じ

経
きょう

蔵
ぞう

 

荒
あら

城
き

神社本殿 

阿
あ

多
た

由
ゆ

太
た

神社本殿 

熊野神社本殿 

国宝 

国重文 

国重文 

国重文 

古代寺院が多数見つかり、古代におけ

る飛騨匠の活動の一大拠点でもあった

国府地域では、室町時代の社寺建築が

今も多数残り、当時の匠達の技術を伝

える。 

安国寺経蔵は応永 15年（1408）建立で、

内部の八角輪
りん

蔵
ぞう

は現存日本最古の輪蔵

（回転書架）である。輪蔵には当時、明
みん

から入手した大蔵経（現存 2000帖）が

納められている。 
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荒城神社本殿は明徳元年（1390）再建、

阿多由太神社は室町時代初期、熊野神

社は室町時代後期の建立。部材はいず

れも地元のサワラ、ヒノキ、スギなど、

現在では入手困難のほどの良材を用い

て作られている。 

5 照
しょう

蓮
れん

寺
じ

本堂 国重文 

高山地域における中世の飛騨匠の活動

を知ることのできる建物。照蓮寺本堂

は昭和 35年に荘
しょう

川
かわ

地区から移築され

たもので、浄土真宗本堂建築のうち国

内現存最古のもの。長さ 7 間の長大な

梁
はり

、非常に緻密な木目の板材等、飛騨

の良材をふんだんに使う。旧所在地は

上白川郷と呼ばれた飛騨の中でも奥ま

った所であり、飛騨山中における当時

の建築活動の在り方を示す。 

 

6 

国分寺本堂 

飛騨
ひ だ の

匠
たくみ

木
もっ

鶴
かく

大
だい

明
みょう

神
じん

像及び版木 

藤
ふじ

原
わら

宗
むね

安
やす

像 

国重文 

市有形民俗 

 

未指定 

本堂は室町時代の作で、高山地域にお

ける中世の飛騨匠の活動を知ることの

できる一例。本堂には木鶴大明神像や

藤原宗安像が安置されている。 

木鶴大明神像は飛騨匠の一人と考えら

れた平安時代の名工・韓志和
からのしわ

の像（藤

原宗安像ともいう）で、古くから崇敬

を集めてきた。国分寺の木鶴大明神の

御札は「匠
たくみ

講
こう

」の構成員に配られてい

る。 

藤原宗安は飛騨
ひ だ

権守
ごんのかみ

と名乗った鎌倉

時代末の大工。長
ちょう

滝
りゅう

寺
じ

大講堂（焼失・

郡上市・旧国宝）、高富白山神社（山

県郡・重文）などを建て、現在も飛騨

匠の祖として崇められている。 

 

高山城とゆかりの建築群 

7 高
たか

山
やま

城
じょう

跡
せき

 県史跡天然記念物 

高山城は天正 16年（1588）から慶長 8

年（1603）にかけて、飛騨匠達が 16年

の年月をかけて建てた平
ひら

山
やま

城
じろ

で、近世

中期、高山陣屋の地
じ

役
やく

人
にん

によって書か

れた地誌『飛騨国中案内』には「城郭

の構え、およそ日本国中に五つともこ

れ無き見事なるよき城地」とされた名

城であった。城は元禄 8 年（1695）に

取り壊され、わずかに残る石垣等に在

りし日の姿を偲ばせる。 
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8 

雲
うん

竜
りゅう

寺
じ

鐘
しょう

楼
ろう

門
もん

 

素
そ

玄
げん

寺
じ

本堂 

神明神社絵
え

馬
ま

殿
でん

 

法
ほっ

華
け

寺
じ

本堂 

高山陣屋
じ ん や

（御
おん

蔵
くら

） 

市有形（建造物） 

市有形（建造物） 

県重文 

県重文 

国史跡 

飛騨匠達が 16 年の年月をかけて建て

た高山城は、寒冷地で瓦が割れるため

屋根は板葺にするなど、飛騨の特性に

合わせて作られていた。元禄 8 年

（1695）に取り壊される以前に移築さ

れた建物が現存している。 

雲龍寺鐘楼門は慶長 6 年（1601）に城

内の黄
こう

雲
うん

閣
かく

を移築したもの。 

素玄寺本堂は寛永 12年（1635）、三ノ

丸にあった評議場を移築したもの。 

神明神社絵馬殿は元禄 8 年（1695）、

高山城取り壊しの際に城内の月見殿を

移築したもの。 

法華寺本堂は 17世紀前半、高山城内の

建物を移築したもの。 

いずれの建物も通常の社寺建築と異な

り、屋根の小屋組は細い部材を貫で補

強する構造となっており、内外の意匠

も寺院らしさが見えず書院造となって

いる。 

また、高山陣屋の御蔵も高山城取り壊

しの際に三ノ丸の米蔵を移築したも

の。 

近世初期、飛騨匠が造った城郭建築の

姿を知ることができる建築群。 

 

近世・近代の匠達 

9 

[水間相模
み ず ま さ が み

の建築群] 

国分寺三重塔 

大
だい

雄
おう

寺
じ

山門 

東
ひがし

山
やま

白
はく

山
さん

神社拝
はい

殿
でん

 

法
ほっ

華
け

寺
じ

番
ばん

神
じん

堂
どう

 

東照宮本殿 

 

県重文 

市有形（建造物） 

未指定 

市有形（建造物） 

県重文 

「飛騨匠の祖」として崇敬を集める

飛騨
ひ だ

権守
ごんのかみ

・藤原宗
むね

安
やす

の直系とされるの

が、江戸時代中期以降 4代にわたり「水

間相模守
さがみのかみ

」を名乗り、優れた彫刻を特

徴とした水間一門である。市内中心部

には国分寺三重塔、大雄寺山門、東山

白山神社拝殿、法華寺番神堂があり、

その他、周辺地域には東照宮本殿、願
がん

生
しょう

寺
じ

本堂、福
ふく

成
じょう

寺
じ

本堂、速
そく

入
にゅう

寺
じ

本堂、

円
えん

徳
とく

寺
じ

鐘楼等、多くの作品が残されて

いる。 

 

10 

[水間一門の流れをく

む建築群] 

吉島
よしじま

家住宅 

 

 

国重文 

吉島家住宅は四代水間相模に師事した

西田伊三郎により明治 40年（1907）に

建てられた町家建築。土間の吹抜けの

梁
はり

は木の美しさが際立つように高い技

術によって加工され、束
つか

と梁が整然と

した構成となる。伝統に基づき、全体
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としてこれ見よがしでない簡素な美し

さを見せる。高山における町家建築の

白眉。国府地域にある清峯寺観音堂も

西田伊三郎の作。 

11 

[川
かわ

尻
じり

治
じ

助
すけ

の建築群] 

日下部
く さ か べ

家住宅 

田
た

上
うえ

家住宅 

 

国重文 

市有形（建造物） 

川尻治助は飛騨の大工の名門、谷口家

の谷口延
のぶ

恭
やす

に師事した。彫刻の名手で

もあり、一
いっ

刀
とう

彫
ぼり

の名品も残している。

明治 12年（1879）に建てられた日下部

家住宅では、これまで社寺建築に使わ

れていた軒裏の「セガイ」を民家に取

り入れるなど、高山の近代民家建築を

切り開いた。吹き抜けの梁組はスケー

ル感を感じさせ、隣合う吉
よし

島
じま

家との対

照性を感じさせる。 

田上家住宅は明治 15年（1882）、街道

沿いに建てられた農家建築。町家建築

である日下部家住宅と共通の意匠を取

り入れ、内部も贅を凝らした造りとな

る。 

ともに近世までの規制から解放され、

銘木をふんだんに使い、意匠も凝らし、

棟
とう

梁
りょう

が技術とセンスを最大限発揮し

た近代民家建築の代表作。 

 

12 

[松田一門の建築群] 

大
だい

雄
おう

寺
じ

鐘
しょう

堂
どう

 

国分寺表
おもて

門
もん

 

富
ふ

士
じ

社
しゃ

社殿 

 

県重文 

市有形（建造物） 

市指定（建造物） 

松田家は江戸時代前期より活躍する大

工の家系で、なかでも太右衛門
た え も ん

は多く

の作品を残し、また優れた弟子も多く

育てている。 

大雄寺鐘堂は元禄 2年（1689）、太右

衛門の父・又兵衛
ま た べ え

の作。 

国分寺表門は元文 4年（1739）、太右

衛門の手による。また、富士社社殿は

寛延元年（1748）に太右衛門により建

てられた、現存数少ない神社建築。こ

れらの他、正宗寺本堂、了
りょう

徳
とく

寺
じ

本堂、

東
とう

等
とう

寺
じ

本堂、隨
ずい

縁
えん

寺
じ

本堂、円
えん

徳
とく

寺
じ

本堂、

歓
かん

喜
き

寺
じ

本堂等、多くの作品を残してい

る。 

 

13 小
こ

坪
つぼ

規
か

矩
ね

目録 未指定 

正徳 2 年、名工・松田太右衛門
た え も ん

によっ

て書き写された大工の雛
ひな

形
がた

本。技術伝

承の様相を伝える。 

 

14 

飛騨内匠
た く み

流大工秘密傳受
でんじゅ

 

飛騨守
ひ だ の か み

内匠流秘事抜書 

番
ばん

匠
しょう

取締規定書 

未指定 

「飛騨内匠流」の大工の作法や屋根の

曲線の出し方等を記したもの。大工秘

密傳受は正徳 3 年、秘事抜書は宝暦 7
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年の日付がある。番匠取締規定書は明

治 3 年に改正された、大工仕事をする

上での心掛け等が記されたもの。宝暦

年中に決められ、文化・文久年間にも

一部改正されている。近世飛騨の大工

の技術の実態とその伝承の様相を伝え

る。 

木を生かす伝統工芸 

15 飛騨春
しゅん

慶
けい

 

記録作成等の措

置を講ずべき無

形文化財 

伝統的工芸品 

400 年前、大工が持参したサワラの打

ち割った木目の美しさを生かすため、

金森宗和（飛騨国主金森可
あり

重
しげ

の長男で

後に宗
そう

和
わ

流茶道の開祖となった）が透

明な漆で盆に仕上げることを命じたこ

とに始まる漆器で、透明で木地の木目

が見える漆を用いるため、素材の見立

て、加工から漆塗まで全てにわたって

高い技術が要求される。高山を代表す

る伝統工芸の一つである。 

 

16 木
き

地
じ

師
し

の集団墓地 市有形民俗 

木地師は良質な木材を求めて山々を渡

り歩き、椀の木地等を作成する職業集

団である。山林資源に恵まれた飛騨に

は木地師の足跡が残されている。宗
そう

猷
ゆう

寺
じ

には宝永 8 年（1711）以降に築かれ

た 93基の木地師の墓が残されている。 

 

17 一
いち

位
い

一
いっ

刀
とう

彫
ぼり

 
未指定 

伝統的工芸品 

江戸時代末、イチイの木を材料とし、

色彩を施さず、イチイの木が持つ木の

美しさを生かした彫刻として完成され

た。一刀彫師には大工の一門の流れを

くむものも多く、工芸にとどまらず、

建築装飾を支えた。 

 

18 高
たか

山
やま

祭
まつり

屋台 
国有形民俗 

県有形民俗 

高山祭屋台は大工、彫刻、漆をはじめ

飾金具、鍛冶など、高山の職人の技術

を総動員して作られた傑作である。 

江戸型の山
だ

車
し

を祖形とし、上
かみ

方
がた

の装飾

やからくり人形を取り入れて成立した

もので、からくり人形を横から操る仕

組み、屋台の方向転換に用いる戻
もど

し車
ぐるま

など、高山独自の形に進化した。背が

高く下段が小さいため一見不安定に見

えるが、全体を見ると優美な姿を見せ

るアンバランスの美がある。また、各

部は多くの飾
かざり

金
かな

具
ぐ

や彫刻で飾られる

が、全体でみると落ち着いた美しさを
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もつ。このようなバランスの良さと奥

ゆかしさこそが、高山の伝統的な感性

であり、町人の美意識とそれに応える

職人の技術によって作り出されるので

ある。現在も市の技術認定を受けた高

山の職人たちによって維持修理が行わ

れている。 

19 有
う

道
とう

杓
しゃく

子
し

 市無形民俗 

江戸時代以来、久々野地域の有道地区

に伝わるしゃくし。材質のホオノキは

材質が比較的柔らかく、素朴な色合い

を持つ白木で、乾燥しても形が変わら

ない。これを一本の木から削り出して

作製するため、丈夫で実用性も高い。

大工のみならず、高山に住む皆が木に

対する知識と経験を有することを示す

例。 

 

 


